
第５次ひがしまつやま共生プラン　令和３年度事業最終評価

令和４年３月３１日時点

主要課題 施策
施策
№

施策の内容 主な取組 令和３年度事業予定 活動指標 目標 最終実績
達成
度

最終
評価

備考 担当部署

男女共同参画の視点に
立った慣習の見直しの
啓発、法制度の周知

・市広報紙内男女共同参画情報
「ほっとらいん」紙面での啓発
・啓発講座の開催
・講座・研修会等での周知・啓発

ＰＲする回数 ４回 ６回 5 ◎
人権市民相

談課
1

固定的な性別役割分担
意識を見直す講座等の
開催

・女性活躍推進講座、家事参画推進
講座、男の料理教室等の開催 講座開催回数 ３回 ３回 5 ◎

人権市民相
談課

2

２

市が発行している各
種媒体や市ホーム
ページ等を通じて、
市民全体に男女共同
参画に関する意識啓
発を図ります。

市広報紙や市ホーム
ページ等を活用した男
女共同参画の啓発

・市広報紙内男女共同参画情報
「ほっとらいん」紙面、市ホーム
ページでの周知啓発

ＰＲする回数 ３回 ６回 ５ ◎
人権市民相

談課
3

②男女共同参画に
関する情報の収集
と提供

３

男女共同参画に関す
る情報や図書等を収
集するとともに、市
民へ提供します。

男女共同参画に関する
図書等の収集・提供

・図書館だよりに男女共同参画と関
連した記事や図書の紹介を掲載す
る。
・テーマ図書の展示や図書リストの
配布を実施する。

ＰＲする回数 ３回 ３回 5 ◎

生涯学習課
（市立図書

館）
4

①学校教育におけ
る男女共同参画の

推進
４

学校において、人権
の尊重、男女平等の
視点に立った教育を
行います。

性別にとらわれず個性
に応じた生き方を選択
できるような生徒指
導・進路指導の充実

・中学生社会体験チャレンジ事業に
おいて、2日間の実体験を通して職
業観・勤労観の育成を図る。

参加校数
（中学校）

5校 ０校 1 ×

新型コロナ
ウイルス感
染症の影響
により中止 学校教育課 5

各種セミナー・講座の
開催

・きらめき市民大学、市内中学校等
でサテライト講座を実施 開催回数 ４回 ２回 2 △

人権市民相
談課

6

出前講座の開催 ・きらめき出前講座のメニューに男
女共同参画社会の実現をテーマとし
た講座を取り入れ実施する。

開催回数 １回 １回 ５ ◎ 生涯学習課 7

（３）男
女共同参
画に関す
る国際理
解と国際
交流の推
進

①国際的課題への
理解

６

男女共同参画に関す
る国際理解を深める
ため、情報の収集・
提供や学習機会の充
実を図ります。

男女共同参画に関する
国際理解・協力を促進
するための講座開催の
推進や国際協力を視野
に入れた国内外の情報
収集と提供

・多文化共生及び男女共同参画を学
ぶための研修を開催

研修開催回数 １回 0回 1 ×

新型コロナ
ウイルス感
染症の影響
により中止

総務課 8

１

社会的・文化的に形
成された性別（ジェ
ンダー）による固定
的な役割分担意識に
基づく社会制度や慣
行を見直すための啓
発を行います。

５

家庭や地域における
男女平等を推進する
ための学習機会を提
供し、社会教育の充
実を図ります。

資料２

（１）男
女の共同
参画意識
の啓発

①固定的な性別役
割分担意識の解消
に向けた啓発活動

（２）男
女共同参
画の視点
に立った
教育・学
習の充実

②家庭や地域にお
ける教育・学習機
会の提供
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主要課題 施策
施策
№

施策の内容 主な取組 令和３年度事業予定 活動指標 目標 最終実績
達成
度

最終
評価

備考 担当部署

７

外国人が安心して暮
らせる地域づくりを
推進するための交流
活動や講座等を開催
します。

日本語教室、ワンナイ
トステイ、国際交流研
修等、東松山市国際交
流協会との連携による
交流事業の充実

・東松山市国際交流協会への補助金
交付を継続
・ワンナイトステイの受付
・日本語スピーチコンテストの開催
・日本語教室・日本語交流タイムの
開催
・子ども英会話の開催

日本語教室等の
開催回数

118回 115回 4 ◎ 総務課 9

８

在住外国人のための
相談体制の充実や、
多言語版の情報紙、
生活ガイドブック等
による情報提供を行
います。

在住外国人に向けての
相談体制・情報提供の
充実

・外国人総合相談センター及び担当
窓口への案内
・HP等で情報提供
・職員向け「やさしい日本語」研修
の実施
・「やさしい日本語」による国際交
流協会ニュース発行

情報提供等の
回数

６０回 80回 5 ◎ 総務課 10

採用や労働賃金等にお
ける男女格差の是正及
び労働条件等の改善の
啓発とハラスメント防
止対策の促進

・啓発チラシ、パンフレット等によ
り周知を図る。
・労働者及び使用者を対象に、男女
共同参画の視点を意識した内容で労
働講座を開催する。

セミナー回数 2回 3回 5 ◎ 商工観光課 11

セクシュアルハラスメ
ントやパワーハラスメ
ントなどハラスメント
行為の正しい理解の促
進と防止対策の徹底

・ハラスメント防止に係る研修の実
施
・電子掲示板で周知

研修の実施回数 １回 １回 5 ◎
人事課

12

・各種講座内での啓発
・セミナー等で啓発チラシを配布す
る。
・ほっとらいん紙面等で周知啓発す
る。

ＰＲする回数 ３回 ３回 5 ◎
人権市民相

談課
13

・計画的な休暇の取得を促進
・課長会議で周知
・電子掲示板で随時情報提供を実施

課長会議で
情報提供する

回数
１回 １回 5 ◎ 人事課 14

・啓発チラシ、パンフレット等によ
り周知を図る。
・労働者及び使用者を対象に、ワー
ク・ライフ・バランスを意識した内
容で労働講座を開催する。

セミナー回数 2回 2回 5 ◎ 商工観光課 15

９

男女共同参画の視点
による職場の環境づ
くりを推進し、性別
による不平等な慣行
等の見直しを働きか
け公平な待遇の実現
を図ります。

育児・介護休業法、
女性活躍推進法等の
周知や制度の普及を
図り、一人一人の全
ての生活（仕事・家
庭生活・地域活動・
健康や休養・趣味や
学習等）活動が調和
できる社会を目指し
ます。

ワーク・ライフ・バラ
ンスの普及啓発 と両
立支援の整備促進（長
時間労働の削減、短時
間勤務制度、フレック
スタイム制度、オンラ
イン、テレワーク等の
導入･拡充）

１０

（３）男
女共同参
画に関す
る国際理
解と国際
交流の推
進

②国際交流・支援
の推進

（４）働
く場にお
ける男女
共同参画
の男女共
同参画に
関する国
際理解と
国際交流
の推進

①雇用機会の均等
と公平な待遇の実
現

②仕事と生活の調
和（ワーク・ライ
フ・バランス）の
推進
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主要課題 施策
施策
№

施策の内容 主な取組 令和３年度事業予定 活動指標 目標 最終実績
達成
度

最終
評価

備考 担当部署

１１

女性が自分らしく能
力を十分に発揮でき
るよう起業・再就職
の相談や情報提供を
行います。

就労・起業に関する情
報提供や意識啓発、相
談体制・支援の充実

・啓発チラシ、パンフレット等によ
り周知を図る。
・商工会の創業塾や創業支援セン
ターの無料創業相談等情報提供を行
う。
・女性向け創業セミナーを開催す
る。
・女性向け就職説明会を開催する。

セミナー回数 １回 1回 5 ◎
商工観光課

16

１２

指導的立場に積極的
に女性が参画できる
よう、市内事業所
へ、働きやすい職場
づくりに向けた取組
を促進します。

ポスター・チラシ・講
演会等による市内事業
所への啓発

・啓発チラシ、パンフレット等によ
り周知を図る。
・女性の指導的立場への積極的参画
を意識した内容で、使用者を対象と
する労働講座を開催する。

セミナー回数 2回 0回 1 ×
商工観光課

17

保育施設、放課後児童
クラブの充実

・既存保育施設の運営維持
・民間放課後児童クラブの規模の適
正化（第３おおどりクラブ（仮））
等の支援

保育施設等の
開設数（翌年度
４月１日時点）

４９か
所

48か所 4 ◎ 保育課 18

延長保育、病児保育、
一時保育、待機児童対
策、幼児教育・保育無
償化等

・延長保育事業（公立5施設・私立
22施設）、一時預かり事業(公立2
施設・私立8施設)、幼稚園預かり保
育（私立6施設）、病児保育事業
（1施設）を継続実施
・「幼児教育・保育の無償化」に係
る償還払いについて、年４回、対象
者に対し、請求の案内文書を郵送す
る。

事業実施か所数
４５か

所
45か所 5 ◎ 保育課 19

放課後子ども教室の充
実

放課後子ども教室を全小学校で実施
放課後子ども教
室の実施校数

11校 11校 5 ◎
子育て支援

課
20

・家庭児童相談室の運営実施
・子育て支援拠点での相談実施
・子育てコンシェルジュの運営実施
・虐待予防事業「怒鳴らない子育て
練習講座」の開催

相談件数 －

コンシェルジュ
２９６件

家庭児童相談室
465件

子育て支援拠点
1245件

－ －
子育て支援

課
21

・子育て世代包括支援センターでの
母子手帳交付時や、新生児訪問、乳
幼児健診時に相談支援を実施

母子手帳交付時
面談件数

６００
件

５３９件 4 ◎ 健康推進課 22

育児不安や子育てに関
する相談窓口の充実

様々な子育て支援
ニーズに対応した
サービス（施策・施
設・相談窓口）の充
実を図ります。
特に、子どもの健全
育成のため、育児不
安や子育て・児童虐
待に関する相談を充
実します。

（４）働
く場にお
ける男女
共同参画
の男女共
同参画に
関する国
際理解と
国際交流
の推進

③女性の職業生活
における活躍の推
進

（５）子
育てと介
護への支
援

①子育て支援の充
実

１３
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主要課題 施策
施策
№

施策の内容 主な取組 令和３年度事業予定 活動指標 目標 最終実績
達成
度

最終
評価

備考 担当部署

・要保護児童対策地域協議会の実施
・児童虐待通報ダイヤルの周知 要対協会議

開催回数
9回 ９回 5 ◎

子育て支援
課

23

・非行防止教室の実施。
・要保護児童対策地域協議会との連
携を図る。
・スクールカウンセラー、スクール
ソーシャルワーカー、学校相談員と
連携した取組を実施する。

実施校数 16校 １６校 5 ◎ 学校教育課 24

・主任児童委員のウェルカムベビー
訪問支援による、乳児家庭の孤立化
防止及び次世代の健全な育成推進

産後3か月以内の
乳児家庭訪問

回数
500回 350回 3 ○ 社会福祉課 25

・担当者会議を開催し、子育て支援
課等と連携しながら、妊娠期からハ
イリスク者の助言指導を実施 会議参加回数 12回 12回 5 ◎ 健康推進課 26

ひとり親家庭等に対す
る支援

ひとり親家庭等医療支給制度の周知
広報紙への
掲載回数

２回 ２回 5 ◎
子育て支援

課
27

ファミリー･サポート･
センターの充実

ファミリー・サポート・センターの
周知 広報紙への

掲載回数
２回 ２回 5 ◎

子育て支援
課

28

乳幼児とのふれあい体
験の実施

・中学生社会体験チャレンジ事業に
おいて、保育園・幼稚園の協力を得
て、乳幼児とのふれあい体験を充実
させる。

実施校数 5校 ０校 1 ×

新型コロナ
ウイルス感
染症の影響
により中止 学校教育課 29

子育てサークルの育成
や地域の子育てネット
ワークへの支援

・「このゆびと～まれ！フェスタ」
の共催
・「春休み・夏休みのあそび場」の
共催

共催イベントの
実施回数

5回 ４回 4 ◎
子育て支援

課
30

子育て支援の促進 ・地域での声かけ訪問を実施
・三世代交流会を実施
・各地区での遊ぼう会を実施
※コロナウイルス感染拡大防止のた
め、事業予定未定。

－ － ０回 － －

新型コロナ
ウイルス感
染症の影響
により実施
なし 健康推進課 31

関係機関の連携による
子どもへの虐待を未然
に防ぐための取組の実
施

（５）子
育てと介
護への支
援

①子育て支援の充
実

１３

様々な子育て支援
ニーズに対応した
サービス（施策・施
設・相談窓口）の充
実を図ります。
特に、子どもの健全
育成のため、育児不
安や子育て・児童虐
待に関する相談を充
実します。

②地域における子
育て支援の促進

１４

地域全体で子育てを
支え合う仕組みや、
子育てをしている保
護者のネットワーク
づくりを支援しま
す。
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主要課題 施策
施策
№

施策の内容 主な取組 令和３年度事業予定 活動指標 目標 最終実績
達成
度

最終
評価

備考 担当部署

高齢者福祉サービスの
充実

・緊急通報システムの継続実施
・配食サービスの継続実施
・寝具類洗濯等サービスの継続実施

年間利用件数 －

緊通：
5,283件
配食：

33,069件
寝具：
513件

－ － 高齢介護課 32

障害者福祉サービスの
充実

生活サポート事業や意思疎通支援事
業などを実施

生活サポート
利用時間数

手話通訳者
派遣件数

－
11,367時間

７３６件
－ －

障害者福祉
課

33

思春期を対象とした性
教育の実施や相談体制
の充実

・学習指導要領に基づき、各校の年
間指導計画の中に位置づけ、性教育
を実施する。 実施校数 16校 １６校 5 ◎ 学校教育課 34

電話相談や保健指導な
どによる、ＨＩＶ／エ
イズ・性感染症への対
応や情報提供

・ＨＩＶ、性感染症に関するチラシ
等の配布
・電話相談、情報提供等の実施 チラシを配布す

る妊婦の人数
６００

人
５９８人 4 ◎ 健康推進課 35

適塩教室（１１/１６）、さわやか
運動教室（１６回）、楽しいフラダ
ンス教室（１０回）の実施

講座等
実施回数

２７回 ２2回 4 ◎ 健康推進課 36

・100円商店街お宝市への出店、地
域イベントでのＰＲ等を実施
・各地域団体、商工会等の総会等に
おいてＰＲを実施

PRする回数 15回 33回 5 ◎ 保険年金課 37

幅広い年齢層を対象に教室や大会を
開催 開催回数 ５回 ５回 5 ◎ スポーツ課 38

・ハッピー体操の普及
・介護予防教室の実施
・いきいきパス・ポイント事業の普
及

いきいきパスポ
イント対象

事業数
52事業 52事業 5 ◎ 高齢介護課 39

健康保持・増進のため
の啓発や活動の充実

１７

男女が共に健やかに
暮らすために、健康
保持対策を推進し、
生涯にわたり支援を
行います。

（５）子
育てと介
護への支
援

③高齢者・障害の
ある人とその介護
者への支援

１５

高齢者や障害のある
人が、地域で自立し
て生活できるよう、
各種サービスの充実
を図ります。

（６）生
涯を通じ
た男女の
健康支援

①男女の健康の保
持・増進

１６

男女が互いの性を理
解・尊重し、対等な
関係のもとで妊娠や
出産について選択で
きるよう、妊娠・性
感染症等に関する正
しい知識を得るため
の情報や学習機会の
充実を図ります。

5 ページ



主要課題 施策
施策
№

施策の内容 主な取組 令和３年度事業予定 活動指標 目標 最終実績
達成
度

最終
評価

備考 担当部署

・女性相談を月３回実施
・女性相談カードの設置による周知
・法律相談、消費生活センター等で
の相談の実施

女性相談
実施回数

３６回 ３６回 5 ◎
人権市民相

談課
40

・総合教育センターにおいて、面接
又は電話での相談に応じる。 相談件数 ー 1734件 － － 学校教育課 41

高齢者虐待への対応の
充実と防止策の推進

・地域包括支援センターにて24時
間対応できる連絡体制を維持
・市所管の介護事業所への高齢者虐
待防止取組の周知、研修会の実施

高齢者虐待防止
研修の実施回数

１回 1回 5 ◎ 高齢介護課 42

障害者虐待への対応の
充実と防止策の推進

障害者虐待防止センターにて障害者
虐待に対応できる体制を維持 相談件数 － 20件 － －

障害者福祉
課

43

民生委員・児童委員活
動との連携

・民生委員・児童委員の相談及び訪
問活動と連携しながら、安全安心の
地域づくりを推進
・民生委員・児童委員の相談支援の
技能向上のための研修会実施

研修会実施回数 １回 １回 5 ◎ 社会福祉課 44

・各審議会に女性の委員を登用して
もらうよう、担当部署に要請する。 要請回数 １回 １回 5 ◎

人権市民相
談課

45

・東松山市審議会等の委員選任要綱
に基づき、委員の一部を公募とする
よう、掲示板等で周知する。

掲載回数 ２回 ２回 5 ◎ 政策推進課 46

女性職員の職域拡大と
管理監督職への積極的
登用
 

・女性職員の職域の拡大や管理監督
者への積極的登用に努める。

昇任試験の
実施回数

主査試
験・課
長試
験、

各１回

主査試験・
課長試験、
各１回実施

5 ◎ 人事課 47

・埼玉県家庭教育アドバイザー養成
講座、国・県主催の講座等、学習機
会の情報を提供 情報提供回数 ４回 ４回 5 ◎

人権市民相
談課

48

・社会教育講座の中で女性の人材育
成を促進する講座を計画し実施す
る。 開催回数 ３回 ３回 5 ◎ 生涯学習課 49

各種相談窓口の充実

１９

各種審議会等への女
性委員の登用や政
策・方針の立案・決
定の場への男女共同
参画を促進します。

審議会等における委員
の男女比率の均衡の促
進

１８

男女の心の健康が保
たれるよう、各種相
談窓口の充実や、対
策・支援を進めま
す。

２０

各分野への女性の登
用を促進するため、
研修や学習の機会を
提供します。

講座や会議等による女
性の人材育成及び活躍
のための情報と学習機
会の提供

（６）生
涯を通じ
た男女の
健康支援

②こころの健康支
援

①審議会等への女
性の登用・参画促
進

②男女共同参画の
推進を担う人材育
成

（７）政
策や方針
の立案・
決定の場
への男女
共同参画
の促進
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主要課題 施策
施策
№

施策の内容 主な取組 令和３年度事業予定 活動指標 目標 最終実績
達成
度

最終
評価

備考 担当部署

地域社会における男女
の均衡を図るための普
及啓発

地域活動団体に対し、情報提供を行
う。 情報提供回数 １回 １回 5 ◎ 地域支援課 50

コミュニティ活動への
男性の参画を促進する
ための情報提供

・地域での見守り、美化活動等への
男性の参加促進 ・チラシの配布
・市民活動センターで開催される講
座への男性の参加を積極的に促進

コミュニティ
情報紙

発行回数
８４回 ８４回 5 ◎ 地域支援課 51

市民活動団体・ＮＰＯ
団体等への男女共同参
画の促進

市民活動団体・ＮＰＯ団体等への男
女共同参画に関する情報の提供

情報提供回数 １回 １回 5 ◎ 地域支援課 52

男女のニーズに対応し
た防災・復興体制の確
立

・指定緊急避難場所兼指定避難所、
指定緊急避難場所の運営に女性の意
見が反映される体制を確立する。

東松山市災害対策動員
計画において、避難施
設に1人以上の、女性
職員を配置した施設数

３７施
設

37施設 5 ◎
危機管理防

災課
53

女性や社会的弱者など
多様なニーズに対応し
た避難所の環境整備

・避難所運営マニュアルを、女性や
社会的弱者などの多様なニーズに配
慮したマニュアルとなるよう更新す
る。

見直し回数 １回 １回 5 ◎
危機管理防

災課
54

男女共同参画庁内連絡
会議・男女共生推進
リーダー会議の充実

・庁内男女共生推進リーダー会議及
び男女共同参画庁内連絡会議で、共
生プランの進捗管理を行う。

会議開催回数 １回 １回 5 ◎
人権市民相

談課 55

・男女共同参画の推進に関する職員
研修を実施 研修実施回数 ２回 ２回 5 ◎

人権市民相
談課 56

・地方自治体女性職員交流研究会及
び広域連合主催女性職員のための
キャリアデザイン研修へ職員を派遣 参加職員数 ３人 １人 2 △ 人事課 57

人材育成基本方針に基
づいた人材の育成と活
用

・能力と意欲を兼ね備えた人材の育
成並びに人材の活用を積極的に進
め、個々の能力が発揮できるような
職場環境の整備に努める。
・人材育成基本方針に基づき、個々
の能力と業績を適正に評価するため
人事評価制度を実施する。

業績評価を
実施した回数

１回 １回 5 ◎ 人事課 58

特定事業主行動計画
「子育てと女性活躍応
援プラン」に基づいた
環境整備

・制度の周知
・男性職員の育児に関連した特別休
暇や育児休業の取得を推進する。
・課長会議で周知
・電子掲示板で随時情報提供を実施

課長会議で情報
提供する回数

１回 １回 5 ◎ 人事課 59

男女共同参画に関する
職員研修の充実

２３

男女共同参画庁内連
絡会議を充実させる
とともに、研修を通
じて、職員一人一人
の男女平等意識の醸
成を図ります。ま
た、能力と意欲を兼
ね備えた人材の育成
及び人材の活用を積
極的に進め、個々の
能力が十分に発揮で
きるよう、環境整備
を進めます。

２１

地域活動への男性の
積極的な参画を促進
するとともに、地域
活動における指導的
立場への女性の参画
を促進し、地域にお
ける男女共同参画の
推進を行います。

２２

男女共同参画の視点
を取り入れた防災・
復興体制を確立しま
す。

（８）地
域社会に
おける男
女共同参
画の推進

①地域活動におけ
る男女共同参画の
促進

②災害の分野にお
ける男女共同参画
の推進

（９）男
女共同参
画推進体
制の整備

①庁内における男
女共同参画推進体
制の強化
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主要課題 施策
施策
№

施策の内容 主な取組 令和３年度事業予定 活動指標 目標 最終実績
達成
度

最終
評価

備考 担当部署

東松山市男女共同参画
審議会意見の施策への
反映

・東松山市男女共同参画審議会を年
２回開催
・男女共同参画社会の実現に向けた
意見・提言を聞き、施策に反映させ
る。

会議開催回数 ２回 １回 2 △
人権市民相

談課
60

市民との協働による情
報の収集、発信

・市広報紙内に男女共同参画情報
「ほっとらいん」を掲載し、情報の
収集・発信を行う。

掲載回数 １２回 １２回 5 ◎
人権市民相

談課
61

・令和４年度市民意識調査につい
て、「第5次ひがしまつやま共生プ
ラン」の数値目標の基礎資料等に活
用することを視野に入れ、男女共生
に係る項目が有用な資料となるよう
設問の設定をする。

※隔年実
施、次回調
査は令和４
年度 人権市民相

談課
62

・令和４年度市民意識調査につい
て、「第5次ひがしまつやま共生プ
ラン」の数値目標の基礎資料等に活
用することを視野に入れ、男女共生
に係る項目が有用な資料となるよう
設問の設定にあたり主管課と調整を
図る

※隔年実
施、次回調
査は令和４
年度

広報広聴課 63

施策の実施状況の分
析・把握と結果の公表

・関係各部署に依頼し、年度毎の進
捗状況・進捗管理を実施し結果を公
表する。

公表回数 ２回 ２回 ５ ◎
人権市民相

談課
64

（１０）
あらゆる
暴力の根
絶

①ＤＶ防止対策の
推進

２６

各関連法の周知及び
意識啓発に努めま
す。　また、暴力の
発生を未然に防ぐた
めの環境づくりを推
進します。

講座（デートDVを含
む）・講演会の開催及
びチラシ等による防
止・意識啓発

・中学校等でデートDV防止につい
てのセミナーを開催

講座開催回数 ３回 ２回 3 〇
人権市民相

談課
65

①相談窓口の周知 ２７

DVに関する相談窓
口や支援情報につい
ての
周知に努めます。

広報紙やチラシ等を活
用した相談窓口及び支
援情報についての周知

・女性相談カードを配架し、配偶者
暴力相談支援センターについて周知
する。
・埼玉県からの相談案内チラシを窓
口等に配架する。
・ほっとらいん紙面等で相談窓口を
周知する。

ほっとらいん
掲載回数

１回 ２回 5 ◎
人権市民相

談課
66

②相談体制の充実 ２８

配偶者等からの暴力
の根絶に取り組むた
め、関係機関や関係
各部署との連携を図
ります。

ＤＶ対策庁内連携会議
を活用した情報の共有
化

・ＤＶ対策庁内連携会議で情報共有
・関係各課と情報漏えい防止に関す
る会議を実施 会議開催回数 ２回 １回 2 △

人権市民相
談課

67

２４

市民や事業者の、男
女共同参画を推進す
る会議等への参加を
促進します。
また、市民との協働
による情報提供の充
実を図ります。

２５

調査等を行い、男女
共同参画の現状の把
握に努めます。ま
た、計画の実施状況
を定期的に分析・公
表し、進行管理を行
います。

市民意識調査等の実施
による実態の把握と分
析

②市民・事業者等
との連携による計
画の推進

（９）男
女共同参
画推進体
制の整備

③男女共同参画に
関する現状の分
析・計画の進行管
理

（１１）
安心して
相談でき
る体制づ
くり
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主要課題 施策
施策
№

施策の内容 主な取組 令和３年度事業予定 活動指標 目標 最終実績
達成
度

最終
評価

備考 担当部署

・民生委員・児童委員との連携を図
り、連絡協議会を開催し、情報を共
有する。 実施校数 16校 １６校 5 ◎ 学校教育課 68

・要保護児童対策地域協議会を通じ
て関係機関で情報共有

要保護児童対策地域協
議会参加回数 ６回 4回 3 〇 健康推進課 69

・民生委員・児童委員の相談及び訪
問活動を活用し、早期発見につなげ
る
・民生委員・児童委員の相談支援の
技能向上のための研修会実施

研修会実施回数 2回 １回 2 △ 社会福祉課 70

・児童虐待通報ダイヤルの周知
・要保護児童対策地域協議会を利用
した情報共有 広報紙等への

掲載回数
1回 1回 5 ◎

子育て支援
課

71

配偶者暴力相談支援セ
ンターにおける緊急時
の安全確保の支援

・暴力から身を守るため、必要に応
じ被害者を緊急保護施設に一時保護
する。 緊急一時

保護人数
－ ０人 － －

人権市民相
談課

72

被害者保護のための情
報管理の徹底

・ＤＶ担当者と責任者を置き、情報
を厳格に管理
・システムでも警告画面により、情
報漏洩がないように徹底すると共
に、注意喚起を行う。
・関係各課に情報提供を行う。

情報提供回数 １２回 １２回 5 ◎ 市民課 73

３１

DV被害者の就労を
はじめ、自立に向
け、制度を活用した
支援の充実を図りま
す。

福祉制度等を活用した
支援の充実

・生活保護や生活困窮者自立支援等
の制度を活用し、必要な援護を行
う。 相談件数 － 418件 － － 社会福祉課 74

３２

被害者支援のため、
関係機関と連携し、
自立支援の充実を図
ります。

保護施設との連携 ・一時保護したDV被害者が、安全
な生活を送れるよう、緊急保護施設
と連携をとり自立支援を行う。 保護人数 － ０人 － －

人権市民相
談課

75

３０

県、児童相談所、警
察など関係機関との
連携や制度の整備に
より、被害者保護に
取り組みます。

２９

教職員、保健師、保
護者等へ被害者保護
の正しい理解や通報
などの義務について
啓発をし、早期発見
のための体制を整備
していきます。

被害者保護のための情
報共有と関係機関との
連携を強化
保護者や地域の民生委
員・児童委員への啓発

（１２）
自立への
支援

①早期発見体制の
整備

②保護体制の強化

③生活再建に向け
た支援の充実
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